
主な内容

自然の保護のためにこの広報は再生紙を利用しています。

　町の人口　　　7，452人
　　　    前月比（　　 ）
　　男　　　　　3，533人
　　　　 前月比（　　 ）
　　女　　　　　3，919人
　　　　 前月比（　　 ）
　世 帯 数　　　2，715戸
　　　　 前月比（　　 ）

平成14年４月1日現在

YOSHITOMI

広報広報

町の木／もくせい　町の花／さつき

特設人権相談所開設のお知らせ……………………………………………３

３月定例議会報告…………………………………………………………４～5

第２次吉富町行政改革実施計画の進捗状況を公表します…………７～11

　福岡県が平成11年度から平成13年度にかけて地元の要望により別府地区佐井川河川

に整備を進めてきました「郷土の水辺整備事業」の主な工事が完了しました。

　多自然型かわづくりとして自然石を多く使用した工法がとられており、川魚の稚魚

が上流に上れるようにと魚道の設置や、人々が水辺に親しめるように散策道を整備し

ました。

　新緑の中、水辺のウォーキング楽しんでみませんか！

　佐井川周辺の植生物や魚類、野鳥たちを大切にして、

快適な環境を保ち続けられるように、皆様のご協力を－13

－5

－8

－6

◆町の現況◆

「郷土の水辺整備事業」の主な工事が完了「郷土の水辺整備事業」の主な工事が完了

月号

No.601

2002.５.1
５

水辺の散策は
　いかがですか！

水辺の散策は
　いかがですか！
水辺の散策は
　いかがですか！

水辺の散策は
　いかがですか！
水辺の散策は
　いかがですか！

大字別府・佐井川筋大字別府・佐井川筋

お願いします。
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平
成
　
年
４
月
１
日
付

【
新
規
採
用
】

　
太
田
　
恵
介
（
健
康
福
祉
課
）

　
奥
家
　
志
穂
（
教
育
委
員
会
　
教

　
　
　
　
　
　
　
務
課
）

　
森
　
　
洋
子
（
吉
富
幼
稚
園
）

　
上
田
　
美
紀
（
吉
富
保
育
園
）

　
江
口
　
ゆ
い
（
吉
富
小
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
　
調
理
員
）

　
矢
頭
　
優
紀
（
吉
富
小
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
　
調
理
員
）

《
昇
格
・
異
動
》

【
議
会
事
務
局
長
・
課
長
待
遇
】

　
友
田
　
博
文
（
上
下
水
道
課
長
補

　
　
　
　
　
　
　
佐
）

【
企
画
財
政
課
長
補
佐
】

　
江
河
　
厚
志
（
企
画
財
政
課
係
長
）

【
健
康
福
祉
課
長
補
佐
】

　
田
中
　
　
修
（
住
民
課
係
長
）

【
税
務
課
長
補
佐
】

　
上
西
　
　
裕
（
税
務
課
係
長
）

《
異
　
動
》

【
企
画
財
政
課
長
】

　
山
本
　
祐
司
（
産
業
経
済
課
長
）

【
産
業
経
済
課
長
】

　
太
田
　
治
郎
（
企
画
財
政
課
長
）

【
保
育
園
長
】

　
末
広
　
幸
人
（
教
育
委
員
会
　
教

　
　
　
　
　
　
　
務
課
長
補
佐
）

【
教
育
委
員
会
　
教
務
課
長
補
佐
】

　
岩
谷
三
恵
子
（
総
務
課
長
補
佐
）

【
上
下
水
道
課
長
補
佐
】

　
高
尾
　
邦
晴
（
税
務
課
長
補
佐
）

【
幼
稚
園
係
長
】

　
佐
伯
フ
ジ
エ
（
保
育
園
係
長
）

【
教
育
委
員
会
　
教
務
課
係
長
】

　
宇
佐
　
和
美
（
幼
稚
園
係
長
）

【
教
育
委
員
会
　
教
務
課
係
長
】

　
奥
邨
　
厚
志
（
健
康
福
祉
課
係
長
）

【
税
務
課
係
長
】

　
瀬
口
　
　
浩
（
教
育
委
員
会
　
教

　
　
　
　
　
　
　
務
課
係
長
）

【
税
務
課
係
長
】

　
永
野
　
公
敏
（
企
画
財
政
課
係
長
）

【
住
民
課
係
長
】

　
向
野
　
正
秀
（
税
務
課
係
長
）

【
総
務
課
主
査
】

　
瀬
口
　
直
美
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

【
健
康
福
祉
課
主
事
】

　
岩
井
　
保
子
（
教
育
委
員
会
　
教

　
　
　
　
　
　
　
務
課
主
事
）

【
上
下
水
道
課
主
事
】

　
鍛
冶
　
幸
平
（
建
設
課
主
事
）

【
建
設
課
主
事
】

　
山
本
　
幸
輝
（
産
業
経
済
課
主
事
）

【
建
設
課
主
事
】

　
屋
形
　
忠
男
（
税
務
課
主
事
）

【
税
務
課
主
事
】

　
友
田
　
哲
也
（
上
下
水
道
課
主
事
）

【
住
民
課
主
事
】

　
石
丸
　
順
子
（
健
康
福
祉
課
主
事
）

【
企
画
財
政
課
主
事
】

　
高
尾
　
広
篤
（
健
康
福
祉
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
補
）

【
健
康
福
祉
課
主
事
補
】

　
瀬
口
　
聡
子
（
教
育
委
員
会
　
教

　
　
　
　
　
　
　
務
課
主
事
補
）

《
退
職
者
》

　
　
　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日
付

　
大
平
　
正
則
（
議
会
事
務
局
長
）

　
土
屋
　
一
征
（
住
民
課
長
補
佐
）

　
是
木
　
光
子
（
吉
富
保
育
園
長
）

　
太
田
　
悦
子
（
吉
富
幼
稚
園
係
長
）

　
乙
女
　
京
子
（
吉
富
小
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
　
調
理
員
）

　
杉
田
　
靖
子
（
吉
富
小
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
　
調
理
員
）

14

14

31

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

６月１日は、商業統計調査
　６月１日現在で、平成14年商業統計調査が全国
一斉に行われます。
　調査の対象は、卸売・小売業を営む全国のすべ
ての事業所（店舗）です。
　商業統計調査は、事業所を業種別、規模別、地
域別、業態別などに区分し、商業事業所の分布状
況や販売活動などの実態を明らかにすることを目
的としています。
　この調査は、統計法に基づいて実施される国の
重要な調査であり、提出された調査票を、統計上
の目的以外に使用することはありません。
　５月下旬から調査員が各事業所に伺いますので、
ご協力をお願いします。

◎問合せ先　吉富町役場　総務課　　24‐1122

▲新規採用職員（左から矢頭・江口・奥家・太田・上田・森）
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法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
体

罰
、
離
婚
問
題
、
相
続
、
登
記
な
ど

の
法
律
上
の
問
題
、
そ
の
他
ど
の
よ

う
な
内
容
の
相
談
で
も
結
構
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き

は
必
要
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。

　
な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は

各
市
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

法
務
局
行
橋
支
局
（
　
０
９
３
０
・

２
２
・
０
４
７
６
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
　
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
　
新
吉
富
村
「
げ
ん
き
の
杜
」

▼
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
地
元
人

　
権
擁
護
委
員

　
な
お
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
、
例
年
、
全
国
規
模
で
積

極
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
法
務
局

常
駐
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
体

罰
、
離
婚
問
題
、
相
談
、
登
記
な
ど

の
法
律
上
の
問
題
、
そ
の
他
ど
の
よ

う
な
内
容
の
相
談
で
も
結
構
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
は

必
要
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
で

も
、
各
市
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
行
橋
支
局
（
　
０
９
３

０
・
２
２
・
０
４
７
６
）
に
ご
相
談

●
相
談

日
　
毎
月
第
１
火
曜
日

●
相
談
場
所
　
福
岡
法
務
局
行
橋
支

　
局
　
相
談
室

　
行
橋
市
大
橋
２
丁
目
　
‐
　

　
　
０
９
３
０
・
２
２
・
０
４
７
６

く
だ
さ
い
。

●
相
談

日
　
毎
週
月
・
木
曜
日

　
（
当
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
を

　
　
常
駐
日
と
す
る
）

●
相
談
場
所
　
福
岡
法
務
局
行
橋
支

　
局
　
相
談
室

　
行
橋
市
大
橋
２
丁
目
　
‐

　
　
０
９
３
０
・
２
２
・
０
４
７
６

●
相
談
時
間
　
９
時
～
　
時
ま
で

●
担
当

者
　
行
橋
人
権
擁
護
委
員

　
協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

●
相
談
時
間
　
　
時
～
　
時
ま
で

●
受
付
時
間
　
相
談
当
日
の
９
時
か

　
ら
電
話
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
人
員
　
先
着
順
６
名
（
６
名

　
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

●
相
談
内
容
　
法
律
問
題
全
般

1610

（木）

《
特
設
人
権
相
談
所
》

2216

10

22

10

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相
談
所

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

13

16

　３月号広報に、新しい可燃物専用袋（透明）
の大型の値段を20枚巻きで220円（消費税込
み）と掲載しておりましたが、219円（消費税
込み）に変更いたしますのでお知らせします。

新しい可燃物専用袋（透明）の
大型の値段の変更について 特

設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

氏　　名 住　　所・電　話　番　号

仲　宗　根　稔
〒871-0823

吉富町大字別府620-6（今吉）
　（0979）25－1838

小　田　健　志
〒871-0802

吉富町大字小犬丸181-1（小犬丸下）
　（0979）23－2793

和　才　直　俊
〒871-0821

吉富町大字幸子734-1（幸子上）
　（0979）22－6820

野　依　　　環
〒871-0811

吉富町大字広津790（和井田）
　（0979）22－6366

向　井　正　之
〒871-0914

新吉富村大字宇野1083-2
　（0979）72－3795

緒　方　武　雄
〒871-0904

新吉富村大字安雲366
　（0979）72－3675

石　川　信　哉
〒871-0921

大平村大字土佐井1178
　（0979）72－2210

宮　�　俊　幸
〒871-0924

大平村大字上唐原1938-3
　（0979）22－3950

《吉富町・新吉富村・大平村の人権擁護委員》
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※
　
吉
富
町
自
転
車
等
の
駐
車
場
の

　
　
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

　
　
条
例

　
吉
富
駅
前
の
放
置
自
転
車
に
関
し

よ
り
美
観
に
配
慮
し
た
管
理
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
立
の
学
校
の
学
校
医
、

　
　
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

　
　
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

　
　
条
例

　
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
公
立
学
校
の
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
、
及
び
学
校
薬

剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
が
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
し
く
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　
　
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

で
深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制

限
に
つ
い
て
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
　
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

で
職
員
の
育
児
休
業
の
対
象
と
な
る

年
齢
が
一
歳
未
満
か
ら
三
歳
未
満
に

な
る
こ
と
か
ら
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例

　
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
う

税
条
例
に
引
用
さ
れ
た
文
言
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例

　
平
成
　
年
　
月
、
戸
籍
を
改
正
し

た
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
謄
抄
本
、
及

び
除
籍
謄
抄
本
の
名
称
が
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
一
部
改
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例

　
漁
港
法
の
改
正
に
伴
う
こ
と
に
よ

る
一
部
改
正
で
す
。
　
　
（
可
決
）

※
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
現
在
、
欠
員
に
な
っ
て
お
り
ま
す

教
育
委
員
会
委
員
１
名
に
つ
い
て
、

今
吉
の
小
原
壽
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

※
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
　
て
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更

　
平
成
　
年
度
吉
富
漁
港
修
築
本
工

事
の
工
期
を
変
更
（
計
画
に
関
す
る

諸
条
件
）
す
る
も
の
で
す
。
　
（
可
決
）

　
平
成
　
年
度
公
共
下
水
道
事
業
小

犬
丸
地
区
１
号
汚
水
幹
線
管
渠
（
第

１
工
区
）
築
造
工
事
の
工
期
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
（
可
決
）

　
平
成
　
年
度
公
共
下
水
道
事
業
吉

富
圧
送
汚
水
幹
線
管
渠
等
（
第
１
工

区
）
築
造
工
事
の
工
期
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
町
道
路
線
の
変
更

　
２
０
８
号
別
府
三
舛
１
号
線
の
路

線
延
長
の
増
に
伴
う
終
点
番
地
先
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。
　
（
可
決
）

※
　
町
道
路
線
の
認
定

　
３
２
６
号
今
吉
篠
塚
２
号
線
を
新

た
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。（
可
決
）

※
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規

　
　
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の

　
　
協
議

　
関
係
市
町
村
の
負
担
金
の
負
担
割

３月定例議会報告３月定例議会報告３月定例議会報告
総額　50億3,594万5千円

平成14年度予算決まる

（企業会計除く）

第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
四
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
な
ど
二
十
九
議
案
の
提
出
が
あ

り
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計　　 　26億3,400万円

国保特別会計　　7億1,281万1千円

老保特別会計　　8億1,787万8千円

奨学金特別会計  　　2,201万3千円

災害復旧特別資金貸付事業特別会計
　　　　　　　　　　  144万1千円

公共下水道特別会計　　8億4,780万2千円

企業会計（水道事業）

　収益的収入及び支出　1億4,935万6千円

　資本的収入及び支出

　　　　　　　　収入　　　　 37万円

　　　　　　　　支出　　  4,949万7千円

新
た
に
制
定
さ
れ
た
条
例

一

部

改

正

し

た

条

例

13

12

人

　

事

　

案

　

件

そ

の

他

の

議

案

131313
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五
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
期
分

と
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
分
の
納

期
で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　
五
月
三
十
一
日
　
は
、
自
動
車
税

の
納
期
限
で
す
。

　
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
教
育

福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
道
路

の
整
備
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
。
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、

自
動
車
税
は
五
月
三
十
一
日
　
ま
で

に
、
お
忘
れ
な
く
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
の
窓
口

で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
行
橋
県
税
事
務
所

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

合
を
変
更
す
る
た
め
、
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
（
可
決
）

※
　
町
長
の
専
決
事
項
の
指
定

　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約

の
一
部
変
更
に
係
る
議
決
内
容
の
施

行
日
に
関
す
る
事
項
を
町
長
に
お
い

て
専
決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
平
成
十
三
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
並
び
に
補
正
後
の
予
算
総
額
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
　
各
会
計
毎
の
予
算
額
は
、
表
題

　
　
に
掲
示
の
と
お
り
で
す
。

　
す
べ
て
の
会
計
　
　
　
（
可
決
）

※
　
地
方
交
付
税
算
定
の
「
見
直
し
」

　
　
凍
結
を
求
め
る
請
願
　
（
採
択
）

※
　
国
民
本
位
の
公
共
事
業
の
推
と
、

　
　
直
轄
事
業
の
執
行
体
制
の
拡
充

　
　
等
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

※
　
地
方
交
付
税
算
定
の
「
見
直
し
」

　
　
凍
結
を
求
め
る
意
見
書

　
可
決
し
、
関
係
省
庁
に
送
付
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
、
次
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
　
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
減
免
制

　
度
の
充
実
及
び
医
療
費
の
一
部
負

　
担
金
の
減
免
制
度
の
充
実
に
つ
い

　
て

◆
　
高
校
再
編
計
画
問
題
と
し
て
地

　
元
の
声
を
、
県
教
育
委
員
会
に
伝

　
え
る
必
要
性
に
つ
い
て

◆
　
学
童
保
育
の
充
実
と
し
て
待
機

　
児
の
解
消
策
に
つ
い
て

◆
　
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

　
金
の
活
用
ほ
か
雇
用
対
策
に
つ
い

　
て

　
次
の
定
例
議
会
の
開
催
は
、
六
月

に
な
り
ま
す
。
請
願
・
陳
情
が
あ
れ

ば
、
五
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

十
三
年
度
の
補
正
予
算

《
請
　
　
願
》

《
意
見
書
》

《
一
般
質
問
》

《
次
回
予
告
》

《
陳
　
　
情
》

十

四

年

度

の

予

算

一般会計

国保特別会計

老保特別会計

奨学金特別会計

公共下水道特別会計

水道事業会計

歳入歳出それぞれ

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

資出

収入

追加（△＝減額）

△600万9千円

7,507万0千円

△1,574万9千円

△98万2千円

1億5,855万6千円

△149万9千円

△14万4千円

△657万8千円

予算総額は

7億5,388万8千円

27億8,741万9千円

8億3,242万0千円

2,054万1千円

9億9,887万3千円

1億5,328万0千円

22万6千円

3,537万5千円｛

（金）

（金）

五
月
は
固
定
資
産
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
納
期
で
す

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

行
橋
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
月
は
、
こ
の
平
成
十
四
年
度
に

予
定
し
て
い
る
下
水
道
工
事
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
ま
ず
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
四
箇
所
（
①
～

④
）
で
の
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で

事
務
的
な
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
各
工
事
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
を
し
ま
す
。

〈
①
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ

ー
マ
　
の
東
門
付
近
か
ら
吉
富
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
区
間
に
　
幹

線
管
渠
で
あ
る
圧
送
管
を
布
設
す
る

も
の
で
、
工
法
は
一
般
的
な
開
削
工

法
で
お
こ
な
い
ま
す
。

〈
②
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
県
道
吉
富
港
線
に

幹
線
管
渠
を
推
進
工
法
で
布
設
し
、

さ
ら
に
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
取
り

込
む
た
め
の
面
整
備
管
渠
を
開
削
工

法
で
布
設
す
る
も
の
で
す
。
現
在
施

工
中
の
区
間
の
上
流
側
と
な
り
ま
す
。

〈
③
及
び
④
の
工
事
〉

　
高
浜
地
区
及
び
喜
連
島
地
区
で
の

本
格
的
な
面
整
備
管
渠
の
布
設
工
事

で
す
。
ま
だ
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
一

部
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
広

げ
て
い
く
予
定
で
す
。
工
法
は
、
も

ち
ろ
ん
開
削
工
法
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
た
日
本
下
水
道
事
業
団
の
発
注
工

事
と
し
て
、

Ｔ
↓
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

Ｐ
↓
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事

が
、
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
施
工
さ

れ
ま
す
。

　
下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

付
近
住
民
の
方
々
は
も
と
よ
り
現
場

を
通
行
さ
れ
る
方
々
に
も
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

下
水
道
は
快
適
な
生
活
を
享
受
し
、

さ
ら
に
自
然
環
境
を
守
る
う
え
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
の
で

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（株）

か
ん 

き
ょ

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
公
文
書
の
開
示
状
況
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

○
吉
富
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
、

　
公
文
書
の
開
示
請
求
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
件

○
吉
富
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
、

　
自
己
に
関
す
る
公
文
書
の
開
示
請
求
件
数
　
　
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
総
務
課

情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

13

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り
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第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。
第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。
第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

　町行政の事務・事業、組織・機構などを見直
す具体的な取組内容を定めた第２次吉富町行政
改革実施計画（平成13年度から15年度までの３
箇年計画）の平成13年度における進捗状況を公
表します。

　町行政の事務・事業、組織・機構などを見直
す具体的な取組内容を定めた第２次吉富町行政
改革実施計画（平成13年度から15年度までの３
箇年計画）の平成13年度における進捗状況を公
表します。

１　事務事業の見直し関係　　（１）事務事業の整理合理化

第 ２ 次 吉 富 町 行 政 改 革 実 施 計 画 進 捗 状 況

 

幼稚園と保育園の
連携強化の継続

　就学前教育の充実を図るため、引き
続き幼稚園・保育園職員の合同研修を
実施し、幼保の連携の在り方を研究す
る。
　また、公立・私立保育園についても
職員合同研修等の交流を図る。
　さらに幼稚園児・保育園児の交流
（体験入園等）、保護者間の交流（講
演会等）、子育て支援活動を推進す
る。

継
続

5 実施 実施 実施 実施健康福祉課
教務課

幼稚園保育料の見
直し

　近隣の公立幼稚園の保育料を勘案し
改定する。

新6 検討 実施 完了教務課

　平成14年３月７日に公立幼稚園・保育園の職員全員による合
同研修会を実施した。今後も研修会等を通じて相互の連携・協
力を強化し、多様な教育・保育活動を推進する。
　公立・私立保育園の職員合同研修については、平成13年８月
８日に運動会の打ち合わせを兼ねて担当者レベルでの会議を行
った。今後は出席者の拡大を図り、更に交流を深める。
　幼稚園児・保育園児の交流は、平成13年６月２６日に保育園
にて観劇会、平成14年３月７日に保育園の３～５歳児が幼稚園
に体験入園した。保護者間の交流については、平成13年度は両
園の日程調整ができず実施できなかった。今後は日程調整を図
り実施する。

　平成13年９月に条例を改正し、平成14年４月から月額4,500円
を5,000円に改めている。

　事務処理の効率化とスピードアップ
を図るため、パソコンを利用した住民
税等申告システムを導入する。

　納税額のプライバシー等で減少した
納税組合は、全町的にみて納税組合と
しての機能が十分発揮されておらず、
今後も組織の拡大は望めない状況にあ
るので、廃止する。

　納税組合の廃止に伴い、口座振替を
引き続き推進する。

　幸子団地は、既に吉富郵便局の口座
振替を行っているが、他の町営住宅に
ついても口座振替を推進する。

パソコンを利用した
申告システムの導入

納税組合の廃止

町税口座振替の推
進の継続

住宅料口座振替の
推進

1新

2新

4新

3継
続

実施 税務課 完了

事
前
準
備

実施 税務課 実施

３２㌫ ３８㌫ ４２㌫ 税務課

５４㌫ ６２㌫ ６９㌫ 健康福祉課

検討 ５０㌫ ６０㌫ 健康福祉課 実施

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

実施

実施
区分

進捗状況
番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

　平成13年12月住民税申告支援システム機器等を導入し、平成
13年分の住民税申告相談から実施している。

◎廃止のための準備実施内容
13年４月　納税組合長に廃止の事前説明
14年２月　吉富町税の完納報奨に関する規程を廃止する告示
　　　　　 の制定
14年２月　納税組合長に廃止を通知、各納税組合には組合長
　　　　　 を通じて廃止の周知と口座振替の加入推進
14年３月　納税組合長会（３月25日）
◎平成14年度から廃止
14年４月　広報に納税組合廃止のお知らせ

◎平成13年度末現在　一般税　３０．５５％
　　　　　　　　　　 国保税　４６．５６％
・督促状の目隠しシール表面に口座振替をＰＲ
・納期を防災行政無線で周知する際、口座振替をＰＲ
・口座振替促進の文書を納期ごとに広報よしとみに掲載
・口座振替をＰＲした税務証明用窓口封筒を使用
・納税通知書に口座振替を勧める文書を同封
・催告書に口座振替の案内文書を同封
・廃止される納税組合の組合員に口座振替への移行を推進
・国保転入等の新規加入者に口座振替を勧める。（目標６割）

　平成13年度に電算プログラムを改正済み、平成１４年４月分
から実施する
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サンセット方式の
導入の推進

　創設される補助金については、サン
セット方式の導入に努める。

継
続

2 実施 実施 実施 実施全課 　創設される補助金については、サンセット方式の導入を検討
しているが、本年度、新たに導入した補助金はなし。

総合調整会議の開
催の継続

　予算編成期に各課横断的な事業につ
いて、定期総合調整会議を開催する。
また、各課からの依頼に応じて随時開
催する。

継
続

1 実施 実施 実施 実施企画財政課 ◎平成13年度開催回数３回
・町ホームページのリニューアルについて(２回）
・農協赤レンガ倉庫の評価等について

土地利用計画の検
討

　関係課で庁内プロジェクトチームを
設置し、総合的な土地利用計画につい
て検討する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施企画財政課
関係課

◎平成13年度開催回数１回
　今後も庁内プロジェクトチームで引き続き検討していく。

定員適正化計画の
見直し、計画の推
進

　計画の見直し、推進を行い、定員管
理のより一層の適正化を図る。

継
続

1 総務課 　平成13年度に見直しを行い、現行どおり定数81名の職員体制を
維持した。地方分権一括法の施行に伴う事務量の増加もあるが、
適材適所の配置により総数での抑制を図り対応していく。

定員管理の状況、
数値目標の公表の
継続

　定員適正化計画の目標数値や定員管
理の状況を「広報よしとみ」で引き続
き毎年1回公表する。

継
続

2 実施 実施 実施

実施

実施

実施

総務課 　平成10年度から実施している。平成13年度については、町の
財政状況と併せて、広報よしとみで公表した。

職員の給与状況の
公表の継続

　職員の給与状況を「広報よしとみ」
で引き続き毎年1回公表する。

継
続

1 実施 実施 実施 実施総務課 　平成10年度から実施している。平成13年度については、職員
定員管理の状況と併せて、広報よしとみで公表した。

２　組織・機構関係　　（１）時代に即応した総合的、機能的な組織・機構の見直し

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

３　定員及び給与関係　　（１）定員管理の適正化
新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

３　定員及び給与関係　　（２）給与の適正化
新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

注）　サンセット方式　・・・・　補助金が長期にわたることで惰性化、既得権化しないように終期を設けること。

項　　　　目
実施計画

所　　管

実施計画
所　　管項　　　　目 実　　施　　概　　要

実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

番
号

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

職員パソコン研修
の実施

　職員の情報リテラシー（活用能力）
の向上を図るため、専門講師を雇い、
全職員を対象に研修を実施する。

新1 初級
研修
100
㌫
全職員

中級
研修
100
㌫
全職員

実施総務課 　平成13年において、全職員を対象に実施した。参加実績は、
８１名中７8名（初級研修６0名、中級研修１8名）の9６.3％であ
った。

職員研修の計画的
実施

　職員の意識改革、自己啓発を図るた
め、全職員を対象に福岡県職員研修所
主催の一般研修（職層研修）へ派遣す
る。

新2 40
㌫
職員数

40
㌫
職員数

20
㌫
職員数

実施総務課 　平成13年から全職員を対象に計画的研修の受講を実施し、本年
度の受講実績は、31名で全職員数の38パーセントであった。

自己啓発チェック
シートの活用

　自己啓発チェックシートにより自己
啓発度の自己診断、啓発項目、課題の
認識を図る。

新3 実施 実施 実施 実施総務課 　毎年年度末に全職員がチェックシートを活用し、自己啓発度を
自己診断し、啓発項目・課題の認識を図ることとしている。平成14
年３月に実施した。

多様な人材の確保 　専門分野の職種の職員を含めて、多
様な人材の確保に引き続き努める。

継
続

1 実施 実施 実施 実施総務課 　平成13年度の職員採用試験において、一般事務職２名、幼稚
園教諭２名、給食調理員２名を採用し、各分野の専門職の人材
確保に努めた。

４　職員の育成・確保　　（１）人材育成の推進
新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

４　職員の育成・確保　　（２）多様な人材の確保
新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度
所　　管実　　施　　概　　要

実施計画

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

１　事務事業の見直し関係　　（２）規制緩和の推進

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

　 　

１　事務事業の見直し関係　　（３）補助金の整理合理化

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

実施計画
所　　管実　　施　　概　　要

実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管
実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

押印廃止の再見直
し

　廃止可能な申請書の押印について
は、全庁的に再見直しする。

継
続

1 実施 実施全課 　第１次実施計画において、可能な限り廃止したが、住民サー
ビスの観点から随時、見直しを行っている。
◎新たに廃止したもの
・住民課　コンポスト等生ごみ処理容器購入補助金交付申請書
・健康福祉課　高齢者・障害者在宅福祉事業（ホームヘルプ、
デイサービス、ショートステイ）申請書
・建設課　公園使用申込書

実績報告書提出の
義務化の継続

　補助金及び助成金については、公益
性・効果・実績を吟味し、目的を達成
したもの、効果の低いものなどは廃止
や削減を行うため、補助事業者等から
事業成果、経費支出等の実績報告の提
出を引き続き義務付ける。

継
続

1 実施 実施 実施 実施全課 　補助金及び助成金は、補助事業者等から事業の成果、経費の
収支等の実績報告書の提出を義務付け、この報告書を吟味する
ことにより、予算執行の適正化を図っている。
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５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（２）インターネットの活用

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（３）情報システムやネットワークの活用

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

実施計画
所　　管実　　施　　概　　要

実施計画
所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目

番
号

項　　　　目

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

ホームページの内
容の充実

　平成９年７月に開設した町ホームペ
ージの情報の充実に努める。

継
続

1 実施 実施 実施 実施企画財政課 　住民行政情報の提供を目的に平成14年４月から「くらしのガ
イド」等を開設する。また、新鮮な情報を提供するために、定
期的な更新を行う。

一課一ホームペー
ジの作成

　吉富町ホームページに各課毎のコー
ナーを作成し、業者委託により月１回
の更新を行う。

新2 検討 実施 実施 実施全課 　平成14年４月から各課管理のお知らせコーナーを開設し、適
時、新鮮な情報を提供する。

吉富フォーユー会
館パソコン教室の
開設

　地域住民にパソコンやインターネッ
トの操作等を学習するためパソコン教
室を開設する。

新3 実施 実施 実施 実施教務課 　平成13年４月から年間14回の住民を対象としたパソコン教室
を開設し、延193名の参加があった。

戸籍事務の電算化 　法務省、県内市町村の状況を勘案し
ながら、平成13年度からの運用を目指
す。

継
続

1 実施 完了住民課 　平成14年１月４日から実施している。

総合データバンク
事業の推進

　平成９年度から５ケ年計画で事業に
着手し、平成13年度が最終年度となる
。これまで、基本検診・各種予防接種
、高齢者等のデータを管理し、保健事
業の推進を図ってきた。今後、これら
のデータを医療、福祉へ活用の幅を広
げ、保健・福祉・医療の連携を強化し
、総合的なサービスを展開する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施健康福祉課 　平成13年度で全てのハード機器の設置及び各種保健事業用デ
ータバンクソフトの導入は完了した。
　今後は、住民の健康情報データの蓄積に努め、それらのデー
タを分析・活用し、個々に対応したきめ細かな保健指導や保健
事業を展開していく。

庁内ＬＡＮの構築 　より効果的な通信ネットワークとし
て、データの総合的・横断的活用を促
進し、事務改善を図るため、運用管理
体制を検討しながら、庁内ＬＡＮを構
築する。

新3 検討 実施 実施総務課 　平成14年度当初予算で措置されたので、平成14年７月を目標
に構築する。

行政手続条例の適
正な運用の推進

　標準処理期間、審査基準等を遵守
し、迅速・公平・透明な行政運営に努
める。また、新たにつくられる申請・
処分には、遅滞なく基準等を設定し公
表する。

継
続

1 実施 実施 実施 実施総務課 　既存の「申請に対する処分」、「不利益処分」については、
基準等の設定を行っているが、新たにつくられる申請・処分に
ついては基準等を設定、公表している。
◎新たに設定した基準
・よしとみ憩いのやかたの設置及び管理運営に関する条例に基
づく基準

吉富町情報公開条
例の見直し

　国の情報公開法や他の自治体の情報
公開条例、判例等を参考に改正の必要
性を検討し、必要があれば改正する。

継
続

1 実施 検討総務課 　国の情報公開法が平成13年４月に施行された。公開対象の文
書が、本町条例で定める決裁供覧文書に対象を限定しているの
と異なり、組織共用文書という概念を取り入れ大幅に対象文書
の範囲が広げられ電磁的記録文書まで公開対象となっている。
　来年４月から国、県、市町村間の文書はＬＧＷＡＮ（総合行
政ネットワーク）により電子化され、電磁的記録文書が紙文書
と同等に扱われることになる。ＬＧＷＡＮの実施計画を勘案し
ながら、平成14年度中に対象文書の範囲を拡大する改正を行う。

吉富町個人情報保
護条例の見直し

　近く法制化される国の個人情報保護
基本法や他の自治体の条例等を参考に
改正の必要性を検討し、必要があれば
改正する。

継
続

2 実施 実施総務課 　本町個人情報保護条例は、他の自治体の条例と比較しても遅
れていないので、今のところ改正の必要はない。しかし、電子
自治体の進展に伴い、個人情報の保護が重要になってくるので、
今後も改正の必要性を検討していく。

吉富町文書整理保
存規程の改正

　本格的な情報公開時代の到来、行政
の情報化の進展に伴い、行政文書ファ
イル管理システムの整備を検討し、こ
れに対応した規程の改正を行う。

継
続

3 検討 実施 検討総務課 　平成15年４月から国、県、市町村間の文書は、ＬＧＷＡＮに
より電子化され、赤い公印のある公文書はなくなる。文書の収
受・管理が根本的に変わるため、ＬＧＷＡＮの実施計画を勘案
しながら平成14年度中に全部改正を行う。

６　公正の確保と透明性の向上関係　　（１）行政手続の適正化

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

６　公正の確保と透明性の向上関係　　（２）情報公開の推進

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要
実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

応接マニュアルの
推進管理

　平成12年２月に配布した「応接マニ
ュアル」の推進状況を各課ごとに点検
し、徹底に努める。

継
続

1 実施 実施 実施 実施全課 　日々各課において活用し、親切でわかり易い対応を推進して
いる。特に、新入職員については、管理職が指導の徹底に努め
ている。

総合的サービス提
供体制の推進

　窓口業務については、関係課の連携
のもと、職員が他課の窓口に出向き対
応するなど、住民の立場に立ったサー
ビスを引き続き推進する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施全課 　住民票の移動の際、上水道の届出については、職員が2階から
降り、住民課窓口で対応し、また、防災行政無線の届出につい
ても、総務課職員が住民課窓口に出向くなど、各課連携のもと
、住民の立場に立った行政サービスを推進している。

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係　　（１）窓口における対応の改善と行政サービスの総合化

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

実施計画
所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施
区分

進捗状況
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ふるさとセンター
の有効活用

　駅舎と一体の立地環境を生かしたふ
るさとセンターの有効活用を図るた
め、広報よしとみを通じて町内各種サ
ークル、団体に呼びかけ利用を促進す
る。また、利用者に対してアンケート
調査を実施し、利用し易い環境に改善

継
続

1 実施 実施 実施 実施産業経済課 　平成13年度においても4月号の広報よしとみで利用の呼びかけ
を実施した。
　また、現在利用している各種サークルの代表者等を対象にア
ンケート調査を実施した。特に要望等はなかった。
吉富レディースコーラス部（週1回）　吉富レディースフラダン
ス部（週1回）　謡曲（週1回）

旧寺岡ビルの有効
活用

　生涯学習施設として有効的に活用す
るため、管理規則等を整備し、多様な
サークル活動の場所として提供する。

新2 実施 実施 実施 実施教務課 　「よしとみ憩いのやかた」として、条例・規則を整備し、平
成13年11月から使用開始した。３階は陶芸の作業場、４階は囲
碁、将棋教室に開放している。

吉富フォーユー会
館の充実と効率的
な活用

　生涯学習の拠点施設として、町民ニ
ーズに応じた音楽会、講演会の開催、
各世代を考慮した講座、教室の開設、
多様なサークル活動の場として提供
し、尚一層の充実と効率的運営を図
る。また、大ホールに於いては、平成
12年度に音響反射板を設置したので、
本格的なクラッシクコンサートを開催
する。

継
続

1 実施 実施 実施 実施教務課 　生涯学習施設の拠点として、学習機会の提供や情報提供など
様々な事業を展開している。
　また、大ホールでは、音響反射板を使用したピアノリサイタ
ルを始め、コンサート、講演会、人形劇、落語などの催し物を
開催した。
◎年間延利用者数　42,427人

８　会館等公共施設関係　　（１）既存施設の有効活用

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

８　会館等公共施設関係　　（２）公共施設の管理運営の効率化

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

番
号

項　　　　目
実施計画

番
号

項　　　　目

所　　管実　　施　　概　　要

実施計画
所　　管実　　施　　概　　要

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

吉富あいあいセン
ターの充実と有効
的な活用

　各種検診・健康教育等の充実、健康
づくり自主組織グループ、子育てグル
ープの活動促進のための柔軟な運用を
図り、健康づくり、介護予防及び子育
て支援の拠点施設として有効的に活用
する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施健康福祉課 　各種健診、健康相談、健康教育、介護予防、機能訓練等を実
施するとともに、健康づくり、子育て支援などの自主組織グル
ープの活動の場として、施設使用頻度が極めて高い。今後も自
主活動グループの育成を行う上で、あいあいセンター諸行事及
び自主活動グループとの調整をし、有効的な活用を図る必要が
ある。
　また、場合によれば土曜日、日曜日の開所も検討する。
◎年間延利用者数　8,000人
　食進会(月1,2回）　命の貯蓄体操（週1回）　フォークダンス
（週1回）

ボランティアの協
力による漁港清掃
活動の推進

　漁港内の清掃については、海の日等
に漁業関係者を含めた町民ボランティ
アの働きかけを行う。
　海の日の７月20日に関係課で連携を
図りながら、吉富海岸と吉富漁港の清
掃活動を引き続き行う。

継
続

3 実施 実施 実施 実施住民課
産業経済課
建設課

　毎年、海の日の7月20日に、住民課、産業経済課、建設課で調
整を図りながら、漁業関係者、遊漁船所有者、町内土木業者な
どボランティアで吉富海岸と吉富漁港の清掃活動を実施してい
る。

職員等の旅費に関
する条例の一部改
正

　豊築管内の日当支給を廃止する。新1 実施 完了総務課 　平成13年４月１日から実施している。

配水有収率の向上 　町広報等を利用し、漏水情報の提供
を呼びかけることにより、漏水箇所を
早期に発見、修復し有収率の向上を図
る。

新2 実施 実施 実施 実施上下水道課 　平成13年度は、専門業者に委託し、漏水調査を実施した結果、
11ケ所の漏水箇所を発見した。平成14年度は、住民に協力を呼
びかけるため、工事指定店一覧表とともに、漏水発見マニュア
ルを全世帯に配布する。

バランスシートの
作成

　各年度別普通会計バランスシートを
作成し、公表する。

新3 実施 実施 実施 実施企画財政課 　平成12年度末普通会計のバランスシートを作成し、平成14年３
月１日に告示した。なお、このバランスシートは、平成14年６月
号の広報よしとみで、財政事情の公表と併せて掲載する。

追録図書の再見直
し、図書目録の作
成

　必要性の薄いもの、利用頻度が低い
にも拘わらず数課で保有しているもの
は、追録を停止する。また、図書目録
は、年１回作成する。

継
続

4 実施 実施 実施 実施全課
総務課

　平成13年度は、庁内全体で21冊の追録図書を停止した。金額
的には年間185,000円の節減となる。
　また、各課で保有する追録図書目録（第2版）を全課に配布し、
図書を全庁的に活用している。

納税促進強化月間

の設定
　納期内納付、早期完納を目的とし、
11月を「納税促進強化月間」とし、収
納率向上を図る。

新1 実施 実施 実施 実施税務課 平成13年11月に実施した。
・強化月間を周知する張り紙を税務課窓口に張り出す
・強化月間をＰＲし、納税を促進する文書を広報に掲載
・防災行政無線で強化月間をＰＲ
・滞納者に応じた対応を協議し、徴収・電話催告・文書催告で
対応
◎結果
・徴収対応　295件　電話対応　101件　文書対応　66件
・入金件数　209件
・納付約束取り付け件数　96件
・徴収税額　3,541,563円

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（１）経費全般についての節減合理化と予算の厳正な執行

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（２）税収納率の向上等自主財源の確保

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度
所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

実施計画番
号

項　　　　目

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況
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吉富駅駐輪場の適
正利用

　学校、警察署と連携を図り、所有者等
に引き取りを要請、応じない場合は処分
ができるよう条例等の整備を図る。

新4 検討 実施 実施産業経済課 　平成14年3月議会で、吉富町自転車等の駐車場の設置及び管理
運営に関する条例を可決、平成14年4月1日から施行する。これ
に基づき、吉富駅駐輪場の適正利用を図る。

吉富漁港の遊漁船
係留場所の指定と
占用料の徴収

　漁業協同組合と係留場所の指定につ
いて協議を行い、遊漁船の係留場所を
指定した上で、吉富漁港管理条例の一
部を改正し、占用料等を徴収する。

継
続

6 実施 実施 実施 実施建設課 　平成13年8月1日から実施している。

吉富駅駐車場の適
正利用

　吉富駅駐車場利用者のうち、切符を
購入せずに駐車場だけを利用している
人の実態を把握し、吉富駅での切符購
入を促進し、応じない場合は駐車場の
利用を断る等の対策を講じる。

新5 実
態
調
査

実施 実施産業経済課 　駐車場利用車の実態調査（県内、県外ナンバーの割合）及び
駅長から聞き取り調査した結果、2割の車が切符を購入せずに駐
車場を利用していた。
　本年度は、駅に張り紙をし、切符購入を促進した。

行政改革推進委員
会による点検の継

続

　行政改革実施状況について、引き続
き毎年１回行政改革推進委員会により
点検・評価を行う。

継
続

1 実施 実施 実施 実施総務課 　毎年、年度末に実施し、点検評価を受けている。

住民への公表の継
続

　行政改革実施状況について、引き続
き毎年１回広報よしとみで公表する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施総務課 　平成13年５月号の広報よしとみで、昨年度の進捗状況とこの
第２次実施計画を公表した。今年度の進捗状況も平成14年５月
号広報よしとみで公表する。

情報公開制度の確
立

　吉富町情報公開条例を一部改正し、
実施機関に議会を加える。

新1 検討 実施 検討議会事務局 　平成14年9月定例議会で上程の予定である。

１１　行政改革推進状況の公表

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

第２　地方議会について

１　議会の機能強化、組織・運営の合理化
新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要
実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

公共工事コスト縮
減の推進

　国県の公共工事コスト縮減対策に関
する行動計画を準用し、関係課と調整
を図り工事コスト縮減に努める。

継
続

1 実施 実施 実施 実施建設課 　個々の工事案件ごとに、その都度関係課と調整を図り、コス
ト縮減に努めている。

下水道工事のコス
ト縮減の推進

　引き続き、管渠埋設深、管径、マン
ホール間隔等の見直しを行いコスト縮
減に取り組む。

継
続

2 実施 実施 実施 実施上下水道課 　管渠埋設深、管経、マンホール間隔等の見直しを実施してい
る。

工事履行保証人制
度の導入

　近隣の市町村の実施状況の把握を行
い、実施について検討する。

継
続

1 検討 検討 検討 完了建設課 　平成14年３月20日に吉富町財務規則を一部改正した。平成14
年４月１日から実施する。

入札予定価格の一
部事後公表

　平成13年度事業から予定価格５千万
円以上について実施する。

継
続

2 実施 実施 実施 実施建設課 　平成14年２月１日から６ヶ月間、入札に付される予定価格が
130万円を超える工事等の予定価格の事前公表を試行している。
この試行で、問題がなければ８月１日から実施する。

一般競争入札、制
限付一般競争入札
の施行

　導入の必要性がとぼしく今後について
は、一般競争入札の必要な大型、特殊事
業等の場合は、その都度検討する。

継
続

3 検討 検討 検討 検討建設課 　一般競争入札の必要な大型・特殊事業等の場合について、そ
の都度吉富町建設業者指名登録選考審査委員会で検討する。

広域行政の効率的
運営

　広域的共同処理事業において、費用
対効果を常に見据え、一部事務組合の
効率的運営を図る。

新1 実施 実施 実施 実施企画財政課
関係課

　所管課において、費用対効果を常に見据え、効率的な運営を
目指している。

９　公共工事関係　　（１）公共工事のコスト縮減

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

９　公共工事関係　　（２）公共工事の入札手続の改善

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

１０　広域行政関係　　（１）広域的な行政体制の強化　

新継

区分 １３年度 １４年度 １５年度

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

番
号

項　　　　目
実施計画

所　　管実　　施　　概　　要

進捗状況

実施
区分

進捗状況

実施
区分

進捗状況

実施
区分
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〈新コーナーの紹介〉

　各課から、新規事業や催しについて紹介していま
す。

　本町でおこなっている主なサービス内容や申請
　方法について紹介しています。

　フォーユー会館で開催する催しを紹介しています。

　フォーユー会館内図書室の新着図書を紹介して
　います。

　「広報よしとみ」がインターネットでも閲覧でき
　ます。

問合せ　役場企画財政課　　２４‐４０７1

　インターネットでも身近な行政情報を閲覧できるように、次のようなコーナー

を設けました。なお、フォーユー会館情報と図書新着情報については携帯電話

（URL　http://www.town-yoshitomi.jp/i/index.htm）でも閲覧できます。

吉富町ホームページをリニューアルしました。

本町ホームページのアドレスとメールアドレスが次のように変わりました。

〈新しいホームページアドレス〉　http://www.town-yoshitomi.jp

〈携帯電話でのホームページアドレス〉
　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town-yoshitomi.jp/i/index.htm

〈新しいメールアドレス〉　info@town-yoshitomi.jp

問合せ　役場企画財政課　　２４‐４０７１

トピックス

くらしのガイド

フォーユー会館情報

図書新着情報

広報誌

吉富町ホームページのアドレスとメールアドレスが変わりました。

　水ぬるむ季節となり、子供たちが、水辺で遊ぶことが多くなります。

　近ごろ、川やため池で魚釣りをしている子供たちをよく見かけますが、

釣りに夢中になり足をすべらせて水難事故になることがありますので、

注意してください。

　特に、農業用のため池では、魚釣りや水遊びを絶対にしないようご指

導願います。

役場建設課・産業経済課

水難事故に

注 意 　！
水難事故に

注 意 　！
水難事故に

注 意 　！
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チャイルドシートの貸付事業について
　道路交通法の改正により、平成12年４月１日から乳幼児が車に乗る場合には、チ

ャイルドシートの着用が義務づけられております。

　このチャイルドシートの着用は、年齢により使用型式が異なるため、使用年齢が

過ぎると、まだ使えると思われるものでも取り替えなければならないようなことに

なり、使用済みで不要な方は知人等に譲るか粗大ゴミとして処分せざるを得ないこ

とが予想されます。

　そこで役場では、この使用済みチャイルドシートを寄贈いただき、利用可能なも

のについてクリーニングし、必要な方に利用してい

ただくようにしております。

　現在、貸付可能なチャイルドシートは幼児用シー

ト（１歳～４歳用）が１台あります。貸付期間は６

ヶ月となっており、貸付けを希望される方は役場総

務課（TEL24-1122）までご連絡ください。なお、貸

付けは先着順といたします。

　また、使用済みチャイルドシートをお持ちの方、

または今後不要になった方は、再利用にご協力をお

願いします。

開催日時

　　平成14年７月27日（土） 18：30　開場

　　　　　　　　　　　　　19：00　開演

開催場所

　　吉富フォーユー会館　大ホール

入場料

　　全席自由　2,000円（当日　2,500円）
　　　　※　宝くじ助成により、通常の約半額となっています。

　　　　※　前売りで完売した場合は、当日券はございません。

　　　　※　未就学児の同伴・ご入場は、ご遠慮していただきます。

入場券発売所　　吉富フォーユー会館

前売発売日時　　平成14年５月27日（月）

　　　　　　　　午前８時30分から

主催者　　吉富町、吉富町教育委員会、福岡県、

　　　　　（財）自治総合センター

「森　公美子コンサート」開催のお知らせ
宝くじ文化公演　　　吉富町制施行60周年記念事業
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第
五
回
中
津
市
軟
連
会
長
杯
争
奪

少
年
野
球
大
会
（
中
津
市
軟
式
野
球

連
盟
主
催
）
が
、
三
月
三
十
日
、
三

十
一
日
に
中
津
永
添
球
場
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
、
吉
富
町
か
ら
参
加
し

た
吉
富
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
、
三
年

連
続
、
通
算
四
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
か
ら
豊
前
お
よ
び

椎
田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
準
決
勝
戦
》
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

　
吉
富
ク
　
　
‐
０
　
新
吉
富
ク

《
決
勝
戦
》

　
吉
富
ク
　
７
‐
０
　
和
田
ク

　
こ
の
ほ
ど
吉
富
漁
港
内
の
カ
キ
作

業
場
で
、
吉
富
漁
協
カ
キ
部
会
の
皆

さ
ん
が
、
稚
ガ
キ
の
付
い
た
ホ
タ
テ

殻
を
ロ
ー
プ
に
取
り
付
け
る
作
業
を

行
い
、
今
年
も
カ
キ
の
養
殖
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ホ
タ
テ
殻
は
イ
カ
ダ
に
つ
る
さ
れ

冬
に
は
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

　
吉
富
町
文
化
協
会
で
は
、
本
年
も

次
の
と
お
り
「
さ
つ
き
展
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
さ
つ
き
の
他
、
陶
芸
作
品
の
展
示
、

お
茶
席
な
ど
も
準
備
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
観
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
吉
富
町
文
化
協
会

▼
期
日
　
６
月
１
日
　
（
午
前
９
時

　
　
　
　
　
分
～
午
後
５
時
）

　
　
　
　
６
月
２
日
　
（
午
前
９
時

　
　
　
　
　
分
～
午
後
３
時
）

▼
会
場
　
吉
富
町
体
育
館

※
「
さ
つ
き
展
」
へ
の
出
品
申
し
込

　
み
は
、
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
内

　
吉
富
町
文
化
協
会
事
務
局
（
　
２

　
３
・
５
０
０
６
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
吉
富
町
文
化
協
会

▲大会３連覇の吉富少年野球クラブの皆さん

吉富クラブが３年連続４回目の優勝

中津市軟連会長杯少年野球大会

第
　
回
吉
富
町

さ
つ
き
展

さ
つ
き
展

さ
つ
き
展

作
業
す
る
カ
キ
部
会
の
皆
さ
ん

▲

3030

▲表彰された川端さん

13

（土）（日）

20

わがまち・ふるさと
トピックス

　
こ
の
ほ
ど
、
吉
富
町
消
防
団
第
１
分
団
分
団
長

の
川
端
行
雄
さ
ん
が
、
「
多
年
わ
た
り
消
防
の
発

展
に
つ
と
め
、
そ
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
平
成
　
年
度
消
防

功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

消防功労者消防庁長官表彰
永年勤続功労章を授与

13

カ
キ
の
養
殖
が

ス
タ
ー
ト
！
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▼
場
所
　
吉
富
小
学
校

　
　
　
　
多
目
的
教
室
の
二
階

▼
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

◇
５
月
　
日
　
　
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の

　
え
ん
そ
く
」
「
て
が
み
を
く
だ
さ

　
い
」
「
せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
」

　
「
デ
パ
ー
ト
い
き
タ
イ
」

◇
５
月
　
日
　
　
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の

　
お
お
そ
う
じ
」
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」

　
「
ま
ち
の
ね
ず
み
と
い
な
か
の
ね

　
ず
み
」

▼
期
間
　
５
月
３
日
～
５
月
６
日

▼
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
５
月
３
日
　
　
郡
司
掛
歯
科
医
院

　
　
０
９
７
９
・
８
２
・
２
２
１
２

　
豊
前
市
大
字
八
屋
２
５
３
４
‐
１

●
５
月
４
日
　
　
中
尾
歯
科
医
院

　
　
０
９
７
９
・
８
２
・
１
８
２
８

　
豊
前
市
大
字
八
屋
１
６
７
７

●
５
月
５
日
　
　
鳥
谷
歯
科
医
院

　
　
０
９
７
９
・
８
２
・
２
０
０
７

　
豊
前
市
大
字
三
毛
門
６
６

●
５
月
６
日
　
　
住
田
歯
科
医
院

　
　
０
９
７
９
・
８
３
・
２
９
３
２

　
豊
前
市
大
字
松
江
９
３
４
‐
２

読
み
聞
か
せ
の

お

知

ら

せ

13

10

13

40

1421

（火）（火）

（月）

（土） （金）

（日）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
急
患
歯
科
医

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール（入場無料）
開場9：00　開演10：00５月12日（日）

カラオケ発表会

　　　　（演友会）

大ホール（入場無料）
開演18：30

５月17日（金）
吉富町制施行60周年記念講演
「日本の将来展望」
（講師：紺屋典子）

問 吉富町役場企画財政課
２４-４０７１

大ホール（入場無料）
開場13：00　開演13：30５月26日（日）
問 安部裕子

ピアノ発表会

　日　　時　５月11日（土）10：00～
　場　　所　吉富フォーユー会館　視聴覚室
　主　　催　吉富町教育委員会（学校完全週5日制事業）

　上映作品　　「マイ・フレンド・フォーエバー」
　　　　　　　（1995年／アメリカ／日本語吹き替え／100分）

ビデオ映画上映会

▲
▲
▲
▲

　日　　時　５月26日（日）10：00～
　場　　所　吉富フォーユー会館　視聴覚室
　主　　催　吉富町教育委員会

　上映作品　　「ハリー・ポッターと賢者の石」
　　　　　　　（2001年／アメリカ／日本語字幕／152分）

▲
▲
▲
▲

問 田代幸司
２３-１０４０

４３-２０８３

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
�
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
　
時
）

５
・
６

中
央
町

里

見

医

院

日
曜
日

豊
前
市

〃

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク

祝
　
日

荒
　
堀

５
・
　

三
　
楽

古

賀

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

丸
山
町

久

持

医

院

５
・
３

八
　
屋

渡

辺

整

形

外

科

〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

〃

一
ツ
松

西

郡

医

院

５
・
　

恒
　
富

清

田

整

形

外

科

医

院

〃

宮
　
夫

か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

上
宮
永

高

椋

ク

リ

ニ

ッ

ク

５
・
４

上
宮
永

井

上

小

児

科

〃

豊
田
町

大

堀

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

５
・
　

黒
　
土

豊

和

会

豊

前

病

院

５
・
５

上
宮
永

小

路

内

科

〃

中
央
町

杉

原

内

科

消

化

器

科

〃

中
央
町

田

縁

外

科

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

17

1226 19

　パソコン講習会（初級）の受講生を募集いたします。

◇対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方

　　　　　 　（以前受講した方についても申込みできますが、

　　　　　　　定員を超す場合は初めて受講する方を優先させ

　　　　　　　ていただきます。）

◇講　　座　　初級講座

◇講座内容　　①Windows基礎

　　　　　　　②MS-Word基礎

◇開催日時　　５月30日（木）　31日（金）

　　　　　　　午後１時30分～午後４時30分

　　　　　　　（毎日3時間の２日間）

◇場　　所　　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室

◇定　　員　　20名（先着順とします。）

◇受 講 料　　無料

　　　　　　　（ただし、テキスト代として200円必要となります。）

◇講　　師　　講師１名

◇申し込み　　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）

　　　　　　　申し込み用紙を用意していますので、必要事項

　　　　　　　をご記入のうえお申し込みください。（代理人

　　　　　　　の場合も可）なお、都合で申し込みに来られな

　　　　　　　い方は、電話受付をいたします。

◇申し込み受付期間

　　　　　　　５月７日（火）から５月17日（金）

　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで

　　　　　　　（ただし、土日祭日は除く）

◇問い合わせ　吉富町教育委員会まで　　２２‐１９４４

パソコン講習会の受講生募集
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高
齢
化
社
会
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
研
修
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

《
平
日
コ
ー
ス
》

▼
実
施
時
期
　
講
義
…
８
月
７
日
～

　
　
月
　
日
ま
で
の
間
の
平
日
　
実

　
技
…
講
義
期
間
中
の
間
の
６
日
間

　
実
習
…
　
月
　
日
～
１
月
　
日
ま

　
で
の
間
の
４
日
間
　
時
間
…
講
義

　
・
実
技
に
つ
い
て
は
　
時
か
ら
　

　
時
（
内
容
に
よ
っ
て
は
若
干
の
変

　
更
も
あ
り
ま
す
）
。
実
習
に
つ
い

　
て
は
、
別
途
定
め
ま
す
。

▼
研
修
会
場
　
行
橋
市
総
合
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
行
橋
内
）
　
０

　
９
３
０
・
２
３
・
１
１
１
１

▼
募
集
定
員
　
８
名
（
申
込
者
多
数

　
の
と
き
は
公
開
抽
選
）

《
日
曜
日
コ
ー
ス
》

▼
実
施
時
期
　
講
義
…
８
月
　
日
～

　
　
月
　
日
の
毎
週
日
曜
日
　
実
技

　
…
講
義
期
間
中
の
間
の
５
日
間
（

　
日
曜
日
以
外
の
日
も
あ
り
ま
す
）
。

 

実
習
…
　
月
　
日
～
３
月
　
日
の

　
間
で
４
日
間
（
原
則
と
し
て
平
日
）

　
時
間
…
講
義
・
実
技
に
つ
い
て
は

　
　
時
か
ら
　
時
を
予
定
（
内
容
に

　
よ
っ
て
は
若
干
の
変
更
も
あ
り
ま

　
す
）
。
実
習
に
つ
い
て
は
、
別
途

　
定
め
ま
す
。

▼
研
修
会
場

　
築
城
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
０
９
３
０
・
５
２
・
２
１
１
０

▼
募
集
定
員
　
６
名
（
申
込
者
多
数

　
の
と
き
は
公
開
抽
選
）

◎
受
講
料
　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
と
も

　
に
２
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

　
代
７
、
８
０
０
円
を
含
む
）

◎
申
込
締
切
　
５
月
　
日
　

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
町
役
場
　
健
康
福
祉
課

　
　
２
４
・
１
１
２
３

◎
主
催
　
財
団
法
人
福
岡
県
市
町
村

　
振
興
協
会

　
　
０
９
２
・
６
５
１
・
１
１
２
１

10

10

17

24
10

10

17

11

12

15

30

10

14

28

29

24

（金）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成

研
修
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

退職して
自営業者や
無職になった

第　  号被保険者となりま

国民年金の窓口で種別変更と
保険料納付の手続きをしてください。

１

退職して会社員
などに扶養される
ようになった
（専業主婦など）

第　  号被保険者となりま
国民年金の窓口で種別変更の届出をしてください。

３

国民年金のお知らせ
退職したとき 保険料の納付手続きはしましたか？

種別変更の届出はしましたか？
※20歳以上60歳未満の場合

自治会名 氏　　　名 戸　数

幸子上 和才　政憲副会長 １８７

幸子古 池田　敏晴 １４８

幸子団地 山本　定生 ５０

別府 太田　友弘 １７５

楡生 岡　　重春 ５３

鈴熊 礒田　正信幹事 ７７

今吉 横川　光男 ２４２

土屋 土屋　浩一 １５７

直江 是木　力男 ２２５

界木 於久　照次副会長（会計） １３１

和井田 野依　晃一 ２０１

広津上 中川　昌之 １６９

広津下 後藤　典男幹事 ７2

昭和 大石　俊彦 １２３

小犬丸上 守口　信義 １３４

小犬丸下 正路久四郎会長 １４０

喜連島上 佐藤　素直 １６１

喜連島下 南　　廣見 １４３

高浜 中山　梯治幹事 １２８

平成14年度

自治会長会名簿
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国際交流員　グッドマン三世
1.5.2002

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL´

成功への道？　渡来人’s の初登場
　３月30日（土）、となりの新吉富村の「げんきの杜」で、当村国際交流員のルビー・チェンさんと一緒に漫才と

漫談に挑戦した公演をしました。ほぼ毎日練習したにもかかわらず、経験を少ししか重ねていないため、大成

功とは言えないのです。たくさんの観客が来てくれたこと、たくさんの人からのご協力を得たこと、さらに、漫

才と漫談がちゃんとできたことから見ると、今回の国際交流イベントは大成功を収めたと思います。

　しかし、このイベントが成功するかどうかは、私たちの努力だけでなく、事業の計画、周りの皆さんの協力を

得たことにより、実現することができたのではないかと思っています。

　さて、初体験の漫才からいろいろな貴重なことが分かりましたので、吉富町の皆さんに伝えたいと思います。

　１月　吉富町で田川・京築における国際交流員との会議の後で、ルビーさんと私たちの担当者と一緒に外食

しながら、イベントについて話し合いました。日本の文化を通して、互いの母国の文化、習慣などを楽しみなが

ら紹介しようと考えました。日本文化のなかでは、漫才、落語、コントなど、伝統的な『お笑い芸』に溢れていま

すから、そのなかから選んだ漫才や漫談を国際交流と組み合わせて、日本固有の文化のなかに異文化の理解を

深める目的を持たせたネタ「漫才インターナショナル」と漫才コンビ「渡来人’s」が誕生しました！！！しか

し、したことがない漫才、しかもしようと真剣に考えたこともない漫才はいったいどんなものか、どんなに大

変なのかを分からず、「やろうやろう！」と私たちが精一杯で言ってしまいました。

　テレビ番組の「電波少年」のなかでの苦しいチャレンジみたいに、漫才デビューをする場所などが先に決め

られたので、ネタを作ることとそれを覚えるのは２ヵ月間以内でしなければならない状況でした。最初のネタ

が完成し、その後、毎日のように夜中の練習が始まりました。

　２月　１ヵ月たった頃、田川市での会議で「漫才インターナショナル」を田川・京築イベントとして提案しま

した。他市町村の国際交流員を説得するために、皆の前で漫才を一生懸命に演じました。ところが、バカまじめ

な雰囲気のなか、失敗を乗り越えながらも余り説得力のないパフォーマンスでした。しかも、はずかしかった

のです。どんなにおもしろいネタがあっても、セリフを覚えないと、どこにいっても観客は渡来人’sの漫才を

絶対に受け入れてくれないことが、はっきり分かりました。それで、新しいネタができあがったら次の会議で

提案して、他の国際交流員に「漫才インターナショナル」へ挑戦するように説得したかったから、一生懸命にが

んばりました。それとあと１ヵ月後に新吉富でデビューする日が近づくうち、練習する時間もだんだん少なく

なっていました。また、夜中に続ける練習のせいもあり、睡眠不足にな

ってしまいました。

　３月　勝山町における国際交流員会議で「漫才インターナショナル」

の提案とともに正式なパフォーマンスをしました。今回は、渡来人’s

の漫才は受け入れられたというより、皆が本当に笑ってくれました。

ですが、地域のイベントとしての漫才は、まだ遠いようでした。まだ、

寝てない。。。

　４月　やっとデビューしました。それで、４月18日、NHKの「知っとお？

ふくおか」に外国人漫才コンビとして初テレビデビュー！！！この経

験から分かったことは新しいことに挑戦すると、今まで以上にやる気

や勇気が出ます。さらに、計画を作って、その順番で動いたら何をやろ

うとしても、もっと簡単にできると思います。今月はよく寝た。

　５月　５月19日、吉富ワッショイ！春まつりで登場しますので、吉

富町の皆さん、地元の漫才コンビ、渡来人’sを応援してください。

▲渡来人’sのステージ！

トライ

と らい じん
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豊
前
警
察
署

▼
採
用
予
定
人
員

　
○
警
察
官
Ａ
…
約
２
２
０
人

　
○
婦
人
警
察
官
Ａ
 
約
12
人

▼
受
付
期
間

　
５
月
　
日
　
～
６
月
　
日

▼
第
１
次
試
験
日
　
７
月
　
日
　

▼
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
（

　
短
期
大
学
を
除
く
）
の
卒
業
者
又

　
は
平
成
15
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

　
込
み
の
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
前
警
察
署
　
総
務
課

　
　
０
９
７
９
・
８
２
・
０
１
１
０

　
　
　
　
　
福
岡
県
国
保
・
授
護
課

▼
日
時
　
５
月
　
日

　
　
　
　
受
付
 
　
時
～
　
時
　
分

▼
会
場
　
行
橋
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

　
　
　
　
ー
　
ウ
ィ
ズ
行
橋

　
　
０
９
３
０
・
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
中
津
調
停
協
会

�

▼
日
時
　
５
月
　
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
　
中
津
文
化
会
館

▼
相
談
事
項
　
民
事
紛
争
・
家
事
紛

　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
弁
護
士
会

�

▼
日
時
　
５
月
８
日

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
　
北
九
州
弁
護
士
会
館
（
北

　
九
州
市
小
倉
北
区
金
田
１
‐
４
‐

　
２
　
　
０
９
３
・
５
６
１
・
０
３

　
６
０
）
　
※
電
話
予
約
制
で
す
。

　
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
で
す
。

▼
対
象
者
　
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
者
で
、
補
装
具
の

　
装
着
を
必
要
と
す
る
者

▼
携
行
品
　
相
談
来
訪
者
は
、
当
日

　
戦
傷
病
者
手
帳
・
印
鑑
及
び
前
回

　
交
付
を
受
け
た
補
装
具
を
必
ず
持

　
参
す
る
こ
と

　
争
に
つ
い
て
調
停
手
続
き
に
関
す

　
る
事
項

▼
相
談
担
当
者
　
民
事
、
家
事
調
停

　
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
大
分
地
方
裁
判

　
所
中
津
支
部
内
　
中
津
調
停
協
会

�

　 

０
９
７
９
・
２
２
・
２
１
１
５

　
　
国
土
交
通
省
大
分
工
事
事
務
局

�

　
国
土
交
通
省
大
分
工
事
事
務
所
で

は
、
所
轄
す
る
山
国
川
水
系
の
堤
防

管
理
を
目
的
と
し
、
毎
年
除
草
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
苅
草
を
住
民

の
皆
様
に
有
効
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
利
用
者
の
募
集
を
お
こ
な
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　
　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
毎
月
２
回
、
第
２
・
第
４
水
曜

日
夜
間
に
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
並
び

に
父
子
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
～
７
月
は
第
２
・
第
４
水
曜

日
、
８
月
は
第
１
・
第
４
水
曜
日
で
、

相
談
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
午
後
６
時

　
分
～
８
時
　
分
で
す
。

▼
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

　
日
市
原
町
３
町
目
１
番
７
号
）
６

　
階
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
母

　
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
所
内

※
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま

　
で
に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

　
（
平
日
の
９
時
～
　
時
）

　
　
０
９
２
・
５
８
４
・
６
３
０
０

　
（
留
守
電
、
右
記
以
外
の
時
間
帯
）

　
　
　
　
　
北
九
州
市
青
年
会
議
所

　
新
北
九
州
空
港
開
港
へ
向
け
、
圏

域
の
市
町
村
が
連
携
し
た
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
２
日(

日)

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

▼
場
所
　
苅
田
町
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
ン
タ
ー
「
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
」

▼
内
容
　

　
①
圏
域
４
首
長
（
行
橋
市
長
・
中

　
間
市
長
・
豊
前
市
長
・
苅
田
町
長
）

　
　
に
よ
る
座
談
会
「
首
長
が
語
る

　
　
空
港
と
食
文
化
」

　
②
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た

　
　
料
理
を
２
、
０
０
０
人
分
無
料

　
　
で
提
供
し
ま
す
。

　
③
地
域
の
特
産
品
・
野
菜
・
魚
介

　
　
類
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

▼
主
催
　
　
北
九
州
青
年
会
議
所

▼
共
催
　
　
美
夜
古
青
年
会
議
所
・

　
　
豊
前
青
年
会
議
所
・
　
ひ
び
き

　
青
年
会
議
所
・
新
北
九
州
空
港
推

　
進
協
議
会

福
岡
県
警
察
官

採

用

試

験

24

14
12

47

（日）
（水）

戦
傷
病
者
補
装
具
等
巡
回
相
談

(水)(水)

無
料
調
停
相
談
会

憲

法

週

間

無
料
法
律
相
談

刈
草
の
利
用
者
募
集

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

�

101510
10

30

14

(金)

�

30

(社)

(社)(社)

(社)

(社)

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」

30

30

17

　
中
津
出
張
所

　
　
０
９
７
９
・
２
２
・
０
１
０
３

�

(金） お 知
ら せ

�

…

…

国
土
交
通
省
大
分
工
事
事
務
所



19

▼
使
用
期
間
及
び
時
間

　
　
５
月
・
９
月
・
　
月

　
　
　
時
～
　
時

　
　
６
月
・
７
月
・
８
月

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

▼
使
用
料
金

　
　
Ａ
コ
ー
ス
使
用

　
　
野
　
球
…
…
６
、
０
０
０
円

　
　
ソ
フ
ト
…
…
４
、
０
０
０
円

　
　
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ト
同
時
使
用

　
　
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
み
）

　
　
Ａ
コ
ー
ト
…
４
、
０
０
０
円

　
　
Ｂ
コ
ー
ト
…
３
、
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
先

　
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
　
０
９
７
９
・
２
２
・
１
９
４
４

吉
富
中
学
校

ナ
イ
タ
ー
の

使
用
を
開
始

し
ま
す
！

（1）

10

（1）（2） （2）
1919

30

21

30

21

●　講習区分及び講習時間等

●　豊前築上交通安全協会で更新手続きができる対象者

　　６月１日から更新手続きができるのは、管内居住者で

　　・改正後の優良運転者　　・改正後の一般運転者　　・高齢者講習等受講済者

　　ただし、現行の優良運転者等講習対象者（30分講習）で、誕生日が６月30日以前

　の方は、経過措置として豊前築上交通安全協会で更新手続きができます。

●　受付時間

　○　改正後の優良運転者（30分講習）  ⇒受付時間　午前８時30分～午前９時30分

　○　改正後の一般運転者（60分講習）  ⇒受付時間　午後１時00分～午後１時30分

　○　高齢者講習等受講済者（講習なし）⇒受付時間　午前、午後ともに上記の時間

　○　現行の優良運転者等講習対象者（30分講習）⇒  受付時間　同上

　　　（誕生日が６月30日以前の方）

　　※詳しくは、豊前警察署交通課（　８２ー０１１０）にお尋ねください。

６月１日から運転免許証の更新時講習の
区分・講習時間及び受付時間等が変わります！

ご

注

意

　現行の一般運転者講習対象者（誕生日が６月30日以前の方）は、豊前築

上交通安全協会での更新手続きはできません。

　豊前築上交通安全協会で更新ができる方は、「運転免許証更新のお知ら

せ」に記載していますので必ず確認してください。時間を間違えると受付

ができません。また、更新手続きの際は、この連絡書を持参してください。

講　習　区　分（時間） 対　象　者

優良運転者等講習（30分）
優 良 運 転 者

準 優 良 運 転 者

一般運転者講習（120分） 一 般 運 転 者

講　習　区　分（時間） 対　象　者

優良運転者講習（30分）

一般運転者講習（60分）

優 良 運 転 者

一 般 運 転 者

違反運転者等講習（120分）
違 反 運 転 者

初 回 更 新 者

（現　　　行） （改　正　後）

⇒
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佐
田
　
正
子

佐
井
川
の
堤
に
築
け
る
土
歩
道
あ
る

け
ば
地
球
の
気
の
伝
は
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
口
　
久
子

立
ち
居
す
る
た
び
に
水
仙
匂
ひ
た
つ

夜
の
し
づ
か
な
る
棚
の
上
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
原
　
友
子

相
寄
り
て
河
の
流
れ
に
ま
か
せ
ゐ
る

鴨
に
一
瞬
妬
み
を
覚
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

亡
友
の
家
に
咲
く
見
事
な
る
白
木
蓮

見
上
ぐ
れ
ば
亡
友
の
笑
顔
浮
か
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

服
飾
家
の
イ
ヴ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
引

退
す
華
や
ぐ
中
に
て
孤
独
な
り
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
房
　
昭
子

サ
ン
グ
ラ
ス
に
別
れ
の
涙
か
く
し
を

り
娘
の
乗
れ
る
機
に
手
を
振
る
妹
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

夫
の
病
む
代
償
な
ら
む
数
十
年
裏
の

な
の
実
の
赤
く
色
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

や
は
ら
か
き
タ
ッ
チ
の
野
辺
の
絵
が

掛
か
る
診
察
室
に
医
師
を
待
ち
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

屋
形
船
の
つ
な
が
れ
て
ゐ
る
三
隈
川

冬
陽
差
し
き
て
水
面
光
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

緊
張
の
面
持
ち
な
し
て
訓
示
受
く
る

新
入
職
員
に
未
来
を
た
の
む
　
（
外

務
省
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

蒼
き
ま
ま
暮
れ
ゆ
く
空
に
満
月
の
明

か
る
く
出
で
て
吾
影
う
つ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
カ
ツ
ヨ

ひ
と
り
居
の
仏
間
は
心
の
古
里
よ
称

へ
る
の
み
に
老
い
は
や
す
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

木
々
は
み
な
新
芽
を
ふ
け
る
我
が
庭

の
花
壇
に
紅
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

温
暖
化
に
桜
の
花
は
早
く
な
り
予
定

の
花
見
葉
桜
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
　
照
代

日
曜
日
公
園
に
ゆ
く
父
と
子
か
手
を

繋
ぎ
た
る
影
を
引
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
梅
子

裸
木
に
冬
を
耐
へ
き
て
空
覆
ふ
ば
か

り
の
花
は
人
を
集
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
山
　
俊
平

保
育
園
の
先
生
に
な
れ
る
美
紀
ち
ゃ

ん
の
雑
誌
に
載
れ
る
顔
の
優
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

女
児
誕
生
に
馳
け
つ
け
て
来
し
娘
の

家
に
安
産
五
則
の
張
り
紙
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

散
る
桜
を
そ
ぞ
ろ
に
仰
ぎ
う
ら
う
ら

と
木
下
に
わ
れ
は
誘
は
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

棟
上
げ
の
餅
拾
は
ん
と
集
ひ
を
り
嫗

は
座
る
両
手
を
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

背
表
紙
の
す
り
き
る
る
迄
頼
り
き
し

よ
嫁
ぐ
日
持
た
せ
て
く
れ
し
経
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

実
ら
ざ
る
恋
は
る
ば
る
と
な
り
し
駅

の
ぞ
み
の
窓
は
瞬
時
に
過
る

討
論
の
果
て
こ
と
な
き
下
弦
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

春
泥
を
大
き
く
ま
た
ぎ
青
菜
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

ダ
ン
デ
ィ
な
髭
の
男
の
春
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

長
閑
さ
や
製
材
場
の
昼
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

つ
ば
め
来
て
愛
の
リ
フ
ォ
ー
ム
古
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

菜
の
花
に
粉
れ
て
を
り
し
蝶
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

春
疾
風
つ
い
て
は
ゆ
け
ぬ
こ
と
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

よ
う
や
く
に
恙
去
り
ゆ
き
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

次
々
と
名
草
の
芽
立
確
か
め
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
輝
代

灯
と
も
り
し
白
魚
舟
の
障
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

Ｍ
Ｍ
の
政
治
話
に
感
動
す

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
…
舛
添
要
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
…
松
山
政
司
氏

五
月
晴
れ
少
子
化
嘆
く
鯉
の
ぼ
り

誕
生
日
来
て
欲
し
く
な
い
年
に
な
り

連
休
も
リ
ス
ト
ラ
の
身
は
夢
も
な
し

五
日
制
は
て
さ
て
メ
リ
ッ
ト
あ
る
の

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

下
手
だ
と
は
言
わ
ず
御
一
考
願
い
ま
す

好
き
な
物
ば
か
り
食
べ
て
医
者
通
い

化
粧
と
は
不
思
議
触
れ
ば
同
じ
顔

盟
友
の
顔
に
泥
塗
る
子
の
逮
捕

出
て
こ
な
い
名
前
の
顔
が
会
釈
す
る

ひ
げ

の
ど
か

つ
つ
が

ひ
さ
し

こ

お
う
な

よ

よ
ぎ

つ
な

と
　 

も

と
　 

も

こ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳
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気
功
養
生
術
を
基
本
に
考
え
ら
れ

た
生
命
の
貯
蓄
体
操
で
、
本
当
の
健

康
を
取
り
戻
し
ま
せ
ん
か
？

《
こ
ん
な
人
に
ぴ
っ
た
り
》

　
肩
こ
り
、
更
年
期
障
害
、
自
律
神

経
失
調
症
、
冷
え
症
、
耳
鳴
り
、
頭

痛
、
め
ま
い
、
便
秘
、
膝
痛
、
腰
痛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

◇
日
時
　
５
月
　
日
か
ら
　
回
コ
ー

　
　
　
　
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
　
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

◇
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
タ
オ
ル
持
参
・
体
操
の
で
き
る
服

　
装
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
吉

　
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
９
９
０
０

　
日
本
脳
炎
は
、
ブ
タ
の
中
で
増
え

た
ウ
イ
ル
ス
が
蚊
に
よ
っ
て
運
ば
れ

感
染
す
る
病
気
で
す
。

　
７
～
　
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
高

熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
、
け

い
れ
ん
な
ど
の
症
状
を
示
す
急
性
脳

炎
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
予
防
接
種
を

受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
対
象
児
》

　
３
～
４
歳
児
　
　
小
学
校
４
年
生

　
中
学
生
　
・
　
歳

《
接
種
時
期
》

　
初
回
に
１
～
４
週
間
隔
で
２
回
接

　
種
し
た
後
、
約
１
年
あ
け
て
追
加

　
を
１
回
接
種
す
る
。

　
結
核
菌
に
一
番
弱
い
の
は
、
乳
児

期
と
思
春
期
で
す
。
特
に
赤
ち
ゃ
ん

の
時
に
感
染
す
る
と
、
症
状
が
進
行

し
、
命
に
か
か
わ
る
ほ
ど
の
状
態
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
岩
尾
　
賢
二

　
　
　
　
真
人
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
拓
也
ち
ゃ
ん

　
表
　
　
裕
治

　
　
　
　
桜
子
ち
ゃ
ん
（
界
　
　
木
）

　
向
野
　
信
也

　
　
　
　
沙
優
ち
ゃ
ん
（
幸
子

上
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
島
家
　
清
藏
様
　
　
歳
（
小
犬
丸
上

）

　
川
岸
　
利
男
様
　
　
歳
（
幸
子
上
）

　
し
か
し
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
て
い
る

と
、
結
核
に
な
っ
て
も
そ
こ
ま
で
ひ

ど
い
状
態
に
な
ら
な
い
で
済
み
ま
す
。

《
対
象
児
》

　
３
ヵ
月
～
１
歳
６
ヵ
月
児

《
接
種
方
法
》

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
行
い
、

　
時
間
（
２
日
）
後
に
判
定
し
て
陰

性
の
人
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
を
行
い
ま

す
。

※
母
子
手
帳
・
予
診
票
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
加
来
タ
マ
キ
様
　
　
歳
（
昭
　
和
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
太
田
キ
ミ
子
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
島
家
　
義
員
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
加
来
　
信
夫
様
　
（
昭
　
　
和
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
島
家
　
義
員
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
　
（
４
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

14

48

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
！

ま
さ 

 

と

た
く 

 

や

さ
く
ら
こ

さ 
 

あ
や

1310

11

30
12

生
命
の
貯
蓄
体
操
初
心
者
教
室
の

参
加
者
募
集
！

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

10
14

15

（
幸
子
団
地
）

8269

94

医療機関 実施日時

唐原内科クリニック

� 22-0782

５月27日（月）・28日（火）
　　29日（水）・31日（金）

13：30～15：00◇17：00～18：00

時間

東 病 院

� 22-2219

５月28日（火）・29日（水）
　　31日（金）

14：00～17：30

時間

佐本外科・整形外科医院

� 25-2225

５月27日（月）・28日（火）
　　30日（木）・31日（金）

14：00～16：00

時間

中山内科医院

� 23-5623

５月27日（月）・28日（火）
　　29日（水）・31日（金）

15：00～18：00

時間

《日本脳炎予防接種日程表》
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猪
原
　
愛
美
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
５
・
６
生
　
幸
子
団
地
）

　
鶴
林
　
颯
太
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
小
犬
丸
下
）

　
前
田
　
　
要
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
小
犬
丸
下
）

　
畑
中
　
咲
為
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
幸
子
団
地
）

　
水
永
　
凌
太
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
今
　
　
吉
）

　
栗
田
　
遥
菜
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
高
　
　
浜
）

　
山
本
　
大
地
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
土
　
　
屋
）

　
別
府
　
飛
雄
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
５
・
　
生
　
界
　
　
木
）

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▲

13

▲

13

▲

13

18 15

10

▲

13

19 1927

31

▲

13

13

▲ ▲

13 13

さ
　
い

そ
う 

 

た

か
な
め

は
る 

 

な

だ
い 

 

ち

▲

ひ
ゅ
う

り
ょ
う
た

ま
な 

 

み

一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

世
界
禁
煙
デ
ー

５
月
31
日

お　知　ら　せ
月 日 内　　容 時 間 と 場 所

５月８日(水) 健康相談 今吉公民館13：30～15：00

５月９日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：00～12：00

５月10日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

５月10日(金) 1歳6ヵ月児健診 あいあいセンター13：30～14：30

５月14日(火) 健康相談 土屋公民館13：30～15：00

５月15日(水) ツベルクリン注射 あいあいセンター14：00～14：30

５月17日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

５月17日(金) BCG接種 あいあいセンター14：00～14：30

５月21日(火) 健康相談 直江公民館13：30～15：00

５月22日(水) 健康相談 界木公民館13：30～15：00

５月23日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：00～12：30

５月24日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

５月24日(金) 乳児健診 あいあいセンター13：30～14：30

５月27日(月) 介護家族健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

５月31日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00


